
































































































































































































D 訂 正 増 補 国 史 大 系 本
ス
























C 日 本 書 紀 通 釈
． ． ． ． 
且 .' 
た 箇 所 だ け を 掲 げ る 。 他 の 本 を 見 る と 、 読 み 方 に は 、
か な り 異 同 が あ る 。 必 要
力 令 ハ ル ア モ 4 ャ ャ 9峨 春 秋 之 朝 、
― ―
― 
2ノカ‘ ‘ ト モ ニ ッ ｀ ｀ + ヘ タ ズ地 祇
共 討 焉 。
訓 も あ る 。 ） zz
＾ ハ 羞 ＞ ニ イ ツ ル ヒ 4 う 二 4 プ ー
マ タ 亥 ソ
乍 、 東
日
更 出 西 、 且 除
.Jv
― ― ― 
カ ヘ
サヵ苓 ニ ナ召 ヲ ヨ ヒ カ ハ ノ イ ツ ノかプ 土フム 2 ム � ヅ ヽ｀ う屯Y'逆 流
、 及 河 石 昇 為 一 一 星 辰 一 ‘
テ
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ア リ阿 利ス テ テ 、
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上、 瑛 文 風 に 改 め た
C
)
G 岩 波 ・ 日 本 古 典 文 学 大 系 本昇氾
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巧： ． 雙
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• 9
.， 且
・ ・ ・ ・ 除
＞ピ
・ ・ ・ 流 ・ ・ ・ ・ 及
E 朝 日 ・ 増 補 六 国 史 本
「 為 」 の 左 「 ナ ラ ム ヲ （ 北 ） 」 の 訓 も あ る 。 ）
． ． ． ． 
戸
． ． 
非〗・・ ・ 出 一 ＞




． ． ． ． 
況
ぶ丑 ・ ・ ・ ・ 而 ・ ・ ・ ・ 表 ・ ・ 見 ＿
．．．． 
（「除 」 の 左
「 ス ツ （ 北 ） 」 、 「 及 」 の 左 「 オ ヨ ヒ （ 北 ） 」 、
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除 ク 意 味 。
「 且 」 は 、
A と B と を 緊 ぐ 接 続 詞 で 、
マ ク の
二 つ が 纏 っ て 「 除 」 に 係 る 。
天 神 地 蕨 共 討 焉
「 除 」 は 、
サ ウ イ フ 拐 合 ヲ
ら う か 。
「 及 」 は 、
甘とげとを繋ぐ接続詞で、
ォ ョ ビ の 意 。
こ の
D 
前者を 思 ひ 切 っ て 簡 約 し た も の で あ る こ と が 知 ら れ る 。笥 約 の 過 程 を 、
作 者 に 代 っ て 辿 っ て み る と 、
次 の 如 く な
先 ． っ 、
前 件 の 甘 とd と を 省 略 す る 。
み る と
、
両 者 の 間 に は 、




































非 ― ― 東 日 更 出 ＿ レ
西
ぃ ． つ れ も 、
書 紀 の 本 文 を 正 し く 理 解 し て ゐ る と は
思 は れ な い ．
私 見 に よ れ ば 、
き も の で あ る 。




G が 比 較 的 筋 の 通 っ た 読 み 方 を し て ゐ る だ け で
（ サ ウ イ フ 場 合 ハ 別 デ ア ル ガ 、




B を 編 め て C 妬 繋 ぐ 接 続 詞 で 、
の 意 。
「 A J . B の や 9 な 状 態 の 下 で 、
し か も 、 ． C と 言 ふ
こ と が あ れ ば 」 と い ふ こ と で 、
と こ ま で が 仮 定 を 表 は ナ
前 件 。 D は ． こ れ を受け工虎誨 を 述 ぺ る 後 件 で あ る 。
口 語 訳 を
す れ ば 、
次 の や う に な ら う 。
A 束 カ ラ 出 夕 日 ガ マ ク ． 西 カ ラ 出 ル ヤ ウ ナ ． n ト ガ ナ ク 、甘 ア リ ナ ＞ 川 ガ 逆 サ マ ニ 流 レ ク リ 、汐 川 ノ 石 ガ 天 二 昇 ッ テ 星 ニ ナ ッ ク リ ス ル ヤ ウ ナ 場 合 ヲ
テ ）
G 春 秋 ノ 朝 ヲ 欠 イ タ リ 、ーg 浣 瑕 ノ 貢 ヲ 廃 メ ク リ ッ ク オ フ パ ‘
• • 
D天神 地 祗 ヨ 、
私 ヲ コ ラ シ メ テ 下 サ イ 。
た だ し 、
こ れ と
、
日 本 紀 党 宴 和 歌 の 左 注 と を 比 較 し て
意
。
除 イ テ 、
ン カ モ
-4-
次に、後件のDを除き、そ の 代 りに、前件のGを否定に改めて後件 と し 、 結 論 と す る 。っ左













































ぃ． つ れにしても、簡約 化 さ れ て 、 天 皇 討 ― ― 服 新 殺 一之時
之朝貢。」
一




昭和五年二 月 号 し 十 一 月 号
漢 詩の注に倣って、自ら 加 へ た ものであらうと言って ゐるが
、
も し さ ぅ だ と す れ ば 、
を 簡 約 ナ るに当って、
「日本紀意宴歌の研究」
作者の平惟範が
左注 の 作 者 は 、 書 紀 文 章
この割注を参考にしたことも考へ
ら れ る 。 括 弧 内 の 文 章 は 、 「 不 ノ 乾
11
船 柑 ＿ 」 を 除 け ば








． ． ． ． 
」とな っ た た め 、 初 め て 、 「 非 」





は 単 に ー ・ ス と 院 ま れ る 他 た か っ た は ず で あ る 。
と こ ろで、肴紀の訓には、たま た さ 、 当 面の箇所にー






（句読 点 ・ 反 点 ・ 括 弧 筆 者 ）
西 、河石昇為




新 羅 重 誓 日 、






















































































































































































がヽ あ る 。 ま た 、 法 華 百 座 法 談 聞 書 抄 に 「 地 獄 ー ー ヰ テ
本
生 心 地 観 経 古 点 （ 中 田 博 士 に よ れ ば 、 院 政 期 の 加 点 ）
ム を 用 ゐ る の は 、 院 政 期 に 入 っ て か ら の こ と ら し く 、 今昔 物 語 に 「 万 斎 ヲ 清 ；
V ム
」 （ 一 一 [ / ) が あ り 、 小 林 芳
規 博 士 に よ れ ば 、 猿 投 神
社
蔵 古 文 孝 経 建 久 六 年 点 に 「 射







校 本 に 「 壺 ッ ク ナ ‘ v
⑧ 重 点 の 誓 き 方 は 、 元 永 本 古 今 和 歌 集 や 書 陵 部 蔵 大 乗
と も 見 ら れ る や う で あ る 。 ば 、 な づ く と い へ り 。 」
の tf は 、 格 助 詞 と も 、 接 続 助 詞
う ぶ や 妬 う の は をふ け り け
るが
、 ふ き あ は せ ら れ ざ り け れ
⑥ イ ツ ム を イ サ ッ ム と 言 ふ や う に 、 シ ム の 代 b に サ ン
や 大 鏡 に 、
そ の 例 が 指 摘 さ れ て ゐ る が 、 左 注 の 「 こ れ
W ョ ロ コ プ は 、 古 く は 上 二 段 活 用 で あ っ た が 、 平 安 中
期 か ら 四 段 に 活 用 ナ る も の が 現 は れ 、 こ の 方 が 次 第 に 一
賞
m
般 化 し た 。 興 聖 寺 蔵 大 唐 西 城 記 乎 安 中 期 点 に 「 所 レル n
プ
」 、 石 山 寺 蔵 守 護 国 界 主 陀 羅 尼 経 平 安 中 期 点 に3
ロ コ
プ
整 」 、 醍 醐 寺 蔵 金 剛 頂 珠 伽 修 習 砒 廣 遮 那 三
「 喜摩 地
法
寛 弘 九 年
点に
「





」 「 令 レ
る を
ョ ロ コ ハ












の は 、 院 政 期 に 入 っ か ら の こ と A 言 は れ 、 今 昔 物 語
m格助詞の
ガ
か ら 接 続 助 詞 の
ガ




中 期 の 初 め に 、
ム ・ モ を 相 ひ 通 じ て 用 ゐ る こ と が
「 も 」 に 改 め た の か も 知 れ な い 。 訓 点 語
モ
蔵 成 唯 識 給 寛 仁 四 年 点 に 「 須
モ チ ヒ
ル
」 が 、 石 山 寺 蔵 大」 が あ り 、
（ く ら ） ヒ
般 涅 槃 経 治 安 四 年 点 に 「 位は 、 仁 和 寺 瓶 金 剛 頂 珠 伽 護 摩 儀 軌 正 暦 二 年 点 （ 康 和 五 年移 点 ） に 「 額
ヒ ク ヰ
」 、 光 明 院 菜 緊 悉 地 紐 羅 経 承 保 元 年
点 に





た も の と す れ ば 、
．使 役 と 受 身 の 相 違 は あ る が 、 無 意 味 な
サ の 入 り 込 ん で ゐ る と こ ろ が 、 今 と 同 じ で あ る ．し
、 草 仮 名 で は 、 同 じ 「 ん 」 を 、
ム に も モ に も
用 ゐ て ゐ
る の で 、 原 本 で は ム で あ っ た 「 ん
」
を 、 転 写 の 際 に 、
と 読 み 誤 っ て 、あ っ た が 、 今 は 時 代 が 隔 っ て ゐ る の で 、と 見 る こ と は で さ な い で あ ら う 。
そ れ と 同 じ 現 象
． 8
奈 良 時 代 に 例 が あ る が 、 平 安 時 代 以 後 な く た っ た 。 た だ




1ア を イ カ サ レ テ と 言 っ
作者を蕨原顕輔に擬したのと、
時代的には一致するので
すなはち、
院政初期までと見られよう。
彊富破摩雄が、
のそれと大体同じである。
以上の諸点を考へ合せると、
本妙寺本は、
院政期の書
て
日本紀党宴和歌の成立も、
それ以前と言ふことにな
るが、
問隅は「いさしめたまふ」である»今のところ、
ら、
これが原本通りだとすれば、
日本紀克宴和歌の左注
の成立は、
本妙寺本の書写を遡ること速からぬ時代、
す
同様な例は
今昔物語以前に求められないやうであるか
時代士で引き下げる必要はあるまいと考へられる。
従っ
写と見てよく下
寺伝の如く宗尊親王の箪蹟として、
鎌倉
な例として、
注目すべきものと考へられる。
院政期前半の草仮名文に用ゐられたーズヨリハ
の
確実
ある。
つまり、
日本紀党宴和歌左注の「ずよりは」は、
（本稿は、
昭和四十六年五月二十一日、
天理大学で
開かれた訓点語学会の研究発表会で口述した原稿に、
若千加砥したものである
C)
ー岡山大学法文学部教授ー
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